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●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
要
観
覧
券

◆
万
葉
集
を
よ
む
無
料

5
月
21
日（
水
）14
時
〜
15
時
30
分

「
秋
の
雑
歌（
2
）」

（
巻
8・1
5
1
8
〜
1
5
2
9
番
歌
）

﹇
講
師
﹈中
本
和（
当
館
主
任
研
究
員
）

﹇
定
員
﹈1
5
0
人（
先
着・申
込
不
要
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴（
定
員
な
し
）は

　
要
申
込

ぞ
う  

か

◆
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
万
葉 

春

開
催
中
〜
6
月
8
日（
日
）

詳
し
く
は
当
館
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

万
葉
文
化
館 

イ
ベ
ン
ト
情
報

5
月
10
日（
土
）〜
6
月
29
日（
日
）

◆
館
蔵
品
展

｢

柿
本
人
麻
呂
ー
万
葉
歌
人
か
ら
歌
聖
へ
ー｣

柿
本
人
麻
呂
が
読
ん
だ
歌
を
モ
チ
ー
フ
に
描
か
れ
た

「
万
葉
日
本
画
」な
ど
の

絵
画
を
中
心
に
、『
万
葉

集
』の
写
本
や
注
釈
書
な

ど
を
展
示
。人
麻
呂
が
後

世
に
与
え
た
影
響
を
た

ど
り
ま
す
。

※
国
内
の
小・中
学
生
、高
校
生
、18
歳
未
満
の
方
は

無
料
。

※
国
内
の
65
歳
以
上
の
方
は
平
日
無
料
、土
曜・日
曜

は
一
般
料
金
に
な
り
ま
す
。そ
の
他
割
引
な
ど
、詳

し
く
は
当
館
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
歌
は
、人
の
噂
が
激
し
い
の
で
故
郷
の

明
日
香
川
に「
み
そ
ぎ
」を
し
に
行
く
、と
詠

ん
だ
歌
で
す
。

　『
万
葉
集
』は
ま
だ
平
仮
名
や
片
仮
名
が

な
か
っ
た
時
代
の
歌
集
で
あ
り
、す
べ
て
漢
字

で
書
き
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
歌
で
は
、

ミ
ソ
ギ
を「
潔
身
」と
記
し
ま
す
が
、一
般
的

に
は「
禊
」と
書
き
、身
に
つ
い
た
穢
れ
を
水
の

霊
力
で
除
去
し
よ
う
と
し
て
行
う
呪
的
な
行

為
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。『
古
事

記
』に
は
、黄
泉
の
国
か
ら
戻
っ
た
イ
ザ
ナ
キ

が
日
向
の
橘
の
小
門
の
阿
波
岐
原
で「
禊
祓
」

を
行
っ
た
と
あ
り
、本
来
は
別
の
言
葉
で
あ
っ

た「
禊
」と「
祓
」と
が
、す
で
に
混
同
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
古
代
に
は
明
日
香
川
の
ど
こ
か
で「
禊
」が

行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
作
者
の
八
代
女
王
は
、『
続
日
本
紀
』に
は

「
矢
代
女
王
」と
あ
り
、天
平
九（
七
三
七
）年

二
月
に
無
位
か
ら
正
五
位
に
叙
さ
れ
た
こ

と
、天
平
宝
字
二（
七
五
八
）年
十
二
月
に「
先

帝
」に
寵
愛
を
受
け
な
が
ら
、天
皇
亡
き
あ
と

に
心
変
わ
り
し
て
従
四
位
下
の
位
記
を
破
棄

さ
れ
た
こ
と
、な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
年
八
月
に
淳
仁
天
皇
が
即
位
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、こ
の
時
点
の「
先
帝
」と
は
女
性

で
あ
る
孝
謙
天
皇
に
な
り
ま
す
が
、こ
こ
は

さ
ら
に
前
の
聖
武
天
皇（
在
位
七
二
四
〜
七

四
九
年
）を
指
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　「
潔
身
」が
必
要
な
ほ
ど
の
激
し
い
噂
に
さ

ら
さ
れ
た
の
も
、後
に
位
を
剥
奪
さ
れ
た
の

も
、聖
武
天
皇
の
寵
愛
を
一
身
に
受
け
て
い

た
こ
と
に
対
す
る
周
囲
か
ら
の
嫉
妬
に
よ
る

も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
歌
に
は「
一
尾
云
」と
注
が
付
さ
れ
、

「
龍
田
超
え
　
三
津
の
浜
辺
に
　
潔
身
し
に

ゆ
く
」と
い
う
歌
も
あ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。地
名
を
入
れ
替
え
た
似
た
表
現

の
歌
が
伝
わ
る
の
は
、恋
の
常
と
う
表
現

だ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
万
葉
文
化
館
　
井
上
さ
や
か
）

は
じ
め
て
の

日
本
に
現
存
す
る

最
古
の
和
歌
集
「
万
葉
集
」
を

わ
か
り
や
す
く
ご
紹
介
し
ま
す

vol.
133

八
代
女
王（
巻
四
・
六
二
六
番
歌
）

訳

あ
な
た
に
よ
っ
て
評
判
が
う
る
さ
く

た
ち
ま
し
た
。故
郷
の
明
日
香
川
に
、そ
れ

を
清
め
流
す
た
め
に
私
は
行
き
ま
す
。

君
に
よ
り
　
言
の
繁
き
を
　

故
郷
の
　
明
日
香
の
川
に
　

み
そ
ぎ
し
に
行
く

明
日
香
の
川
の
み
そ
ぎ

西田俊英《秋山迷ひぬる》

5
月
11
日（
日
）14
時
〜

5
月
21
日（
水
）15
時
40
分
〜

﹇
講
師
﹈当
館
学
芸
員

﹇
会
場
﹈日
本
画
展
示
室
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